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 先日、島津家 33代当主島津忠裕氏による『令和

の時代をどう描くか－鹿児島から見る世界－』と

題した講演を聴講した。 

 薩摩はその昔「西端」と書いて「サツマ」だった。

大隅も含め、どちらも「辺境」を意味する。しかし、

これを「陸の終わり」と捉えるか、「海の始まり」

と捉えるかによって、大きな違いが生じる。 

島津家は「海の始まり」と捉え、異

国との貿易事業を展開、交流を続けた

ことにより 800 年間も家を維持でき

た、と。 

その中で、既存知（既にわかってい

ること）と既存知の組み合わせによる

新結合（創造・革新）が生まれた。砲

台や薩摩切子などの技術である。 

島津氏は次世代を担う若者へのメッセージとし

て、 

① 専門性（強み）を深める 

② 遠くの知を探求する 

③ 日本・鹿児島を知る 

ことを通じ、今後訪れる正解の無い問題に対して

追求していく力を養って欲しい、と締めくくった。 

 また、「この世は権利と義務によ

って成り立っている」ことに触れ、

流行の SNS 等で自己表現すること

は大事だが、一つ間違うと相手の

権利を奪ってしまうことになりか

ねない、と釘を刺された。

  

～今日の格言～ 

 花を支える枝 枝を支える幹 幹を支える根 

 根はみえねんだなあ 

           相田みつを 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
紙 

あ
る
興
味
深
い
コ
ラ
ム
を
目
に
し
た
の
で
紹
介
す
る
。 

２
０
０
２
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
小
柴
昌
俊
東
京
大
特
別
栄
誉

教
授
は
自
身
が
東
京
大
学
院
生
時
代
に
臨
時
講
師
を
務
め
た
中
学
校
で
「
世
の
中

に
摩
擦
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
答
え
よ
」
と
い
う
記
述
式
の
問
題
を
出
し

た
。 不

正
解
者
が
続
出
す
る
中
、
答
案
を
白
紙
で
出
し
た
生
徒
は
正
解
。
な
ぜ
か
？

「
摩
擦
が
な
か
っ
た
ら
、
鉛
筆
で
答
案
を
書
け
な
い
」
か
ら
だ
っ
た
。 

小
柴
氏
は
あ
ら
か
じ
め
、
白
紙
の
答
案
を
正
解
に
す
る
と
決
め
て
い
た
の
だ
ろ

う
が
、
生
徒
た
ち
は
驚
い
た
は
ず
だ
。
正
答
し
た
生
徒
は
ま
ぐ
れ
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
に
せ
よ
、
結
果
的
に
は
独
創
的
な
解
答
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
正
解
に
な
っ

た
。
記
述
式
問
題
の
自
由
度
の
高
さ
を
示
す
逸
話
だ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
新
た
に
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
い
て
記
述
式
問
題
が
導
入
さ
れ
る
。

５
０
万
人
と
も
さ
れ
る
受
験
者
の
「
記
述
」
解
答
を
公
平
か
つ
正
確
に
採
点
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
論
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
時
間
的
制
約
を
考
え

れ
ば
、
多
く
の
採
点
者
を
用
意
し
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
、
一
部
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
て
採
点

す
る
」
こ
と
に
よ
る
採
点
の
公
平
性
に
つ
い
て
不
安
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
。 

先
頃
、
英
語
民
間
業
者
試
験
の
導
入
が
先
送
り
さ
れ
た
。
十
分
な
議
論
が
な
さ

れ
ぬ
ま
ま
発
表
し
、
そ
の
結
果
、
世
間
の
「
炎
上
」
に
近
い
反
応
に
至
り
、
慌
て
て

収
束
を
図
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。 

現
高
校
二
年
生
以
降
の
進
路
を
決
め
る
大
切
な
入
試
制
度
で
あ
る
。「
十
分
な
整

備
が
で
き
な
い
の
で
白
紙
撤
回
す
る
」
と
い
う
結
末
す
ら
予
見
で
き
る
展
開
に
、

少
々
や
き
も
き
し
な
が
ら
国
の
判
断
を
待
っ
て
い
る
。 

 


